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はじめに

　金剛萱遺跡は群馬県甘楽郡下仁田町青倉にある独

立峰の標高 788 m の金剛萱の頂上より一段下にあ

る緩斜面地に所在する旧石器～縄文時代を主体とす

る遺跡である．金剛萱遺跡は2007年から地質調査が

始まり，コンニャク畑地点は2009年に旧石器～縄文

時代の遺跡と確認された（金剛萱遺跡研究会ほか編

2014）．コンニャク畑地点より標高が高い林道地点

は，2011年に調査が開始され2022年までに13回の発

掘，および地質調査が実施されている（金剛萱遺跡

研究会2016，2017，2018，2019，2020，2021，2023a）．

その後，2023年4月28日～30日に第14回、同年10月

20日～22日に第15回の発掘調査が行なわれた（金剛

萱遺跡研究会2023b）（第1表）．調査地付近は地形

図以上の正確な標高が求められず不明であるが，国

土地理院の電子国土 WEB から読み取った標高は，

コンニャク畑地点が 680 m，林道地点が 695 m で

ある．本稿は，2023年発掘調査の概要を報告する．

2023年発掘調査地の状況と調査の概要

　発掘地（林道地点）は，下仁田町大字青倉金剛萱

1031番地にあり，針葉樹の植林地の中にある．広い

コンニャク畑（コンニャク畑地点）の南側にあた

り，未舗装の作業道の敷地である（第1図）．この場

所では作業道が原地形をかなり削って通っていて，

道路面は掘削された場所で，下仁田ローム層上部（関

東火山灰グループ（2009）が露出している．したがっ

て，道路面をそれほど掘削しないでも目的とする

AT層直下の暗色帯を調査できる状況となっている．

　発掘地における地質層序は，作業道部分では地表

からかなり削平されている状態であった．上位から

表土と黒色火山灰土層が 20～0 ㎝，20～10 ㎝黄褐

色ローム層，20～0 ㎝明褐色軽石層（浅間板鼻褐色

軽石：BP），20 ㎝暗黄灰褐色ローム層，13 ㎝褐色

軽石層（浅間室田軽石：MP），10 ㎝黄灰褐色ロー

ム層，3 ㎝±黄灰色ガラス質細粒火山灰層・レンズ

状（姶良 Tn 火山灰　AT），15 ㎝黄灰褐色ローム

層，10 ㎝やや暗色の黄灰褐色粘土質ローム層（暗

色帯），4 ㎝±灰白色軽石・黄褐色軽石まじり灰褐

色細粒火山灰層（Yt-pm4），25 ㎝黄灰褐色ローム

層という層位である（第2図）．

　剝片等の遺物は，この AT 層準から下位の暗色帯

付近から多く出土しており，特に Yt-pm4の層準付

近が安山岩石器群の生活面とみられる（口絵1－②）．
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第1図　金剛萱遺跡林道地点の位置

下図は山頂直下の発掘地付近を拡大 第2図　金剛萱遺跡林道地点の地質柱状図

第1表　金剛萱遺跡林道地点の調査経過

回 期間 人数 出土点数 人工品 おもな出土品

第1回 2011.9.23－25 17 21 10 剝片，石斧調整剝片？

第2回 2014.11.22－24 21 11 4 局部磨製石斧，剝片

第3回 2015.11.21－23 37 10 6 剝片，石斧調整剝片？

第4回 2016.4.29－5.1 21 12 10 剝片

第5回 2016.10.29－30 9 7 5 削器，剝片

第6回 2017.4.28－30 17 16 15 折断剝片，剝片

第7回 2017.10.28 6 5 5 折断剝片，剝片

第8回 2018.4.28－30 25 23 19 折断剝片，剝片，砕片

第9回 2018.10.27－28 8 2 2 折断剝片，剝片

第10回 2019.4.27－29 21 35 34 折断剝片，剝片，砕片

第11回 2019.8.31－9.1 11 7 7 二次加工剝片，折断剝片，剝片

第12回 2020.10.2－4 10 19 17 折断剝片，剝離痕のある剝片，砕片

第13回 2022.11.18－20 15 7 6 尖頭形剝片，剝片

第14回 2023.4.28－30 21 28 27 剝片

第15回 2023.10.20－22 12 55 50 剝片，石核

251人 258点 217点

期間 人数 場所 主な調査内容

調査
2015.4.11－12 27 金剛萱 試掘調査，ハンドオーガー調査，地すべり調査

2017.9.23－24 9 馬山、町内 遺跡分布調査，段丘分布調査
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2023年発掘調査の概要

　掘削調査は、第14回が2023年4月28日～30日の3日

間で，参加者は21名であった．期間中は晴天で、調

査は順調に進められた．第15回が2023年10月20日～

22日の3日間（後片付けは11月11日まで）で，参加

者は12名であった．期間中は晴天で、調査は順調に

進められた．

　2022年からは従来の作業道の道路部分から東の

山側にグリッドを拡張して設定した．グリッドは 2 

m単位で，F5，F6，F7グリッドとF8グリッド（北側）

の東半分とさらに G6，G7グリッドの西半分の 7 m

× 1 m と 3 m × 1 m を中心とした合計 10 ㎡であ

る（第3図，第4図）．2023年の2回の調査は，2022年

の場所を引き継いで，さらに下層の調査を行った．

すでに包含層まで掘削されていたので，引き続き

ローム層を手掘りで掘削した．遺物包含層が予測さ

れる Yt-pm4層準を掘りきることを目指して全体を

掘り進めた．今回も前回同様に年代測定用の炭化物

の採集を目的としたが，炭化物は得られなかった．

遺物は，第14回が無斑晶質安山岩製の剝片等28点，

第15回が無斑晶質安山岩製の剝片等55点出土した．

　なお，遺物の垂直位置は，第1回発掘以降，調査

グリッド北西端の A 杭（E0より 1 m 南）を基準

として，＋200 ㎝にレベルを設定して発掘地および

出土品の位置を計測している（金剛萱遺跡研究会

2017）．今回の発掘では，遺構は出土していない。

調査区のほぼ中央部にあたる F6，F7，G6，G7の4

グリッドにかけて南北 2.5 m，東西 1.5 m の範囲に

無斑晶質安山岩製の遺物密集区が検出された．

第3図　金剛萱遺跡林道地点の調査位置図

図下半部の太線範囲が第14回－第15回調査範囲

第4図　金剛萱遺跡林道地点の遺物分布図

第14回－第15回調査分
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出土した遺物

　金剛萱遺跡林道地点の第14回調査で出土した石製

の資料は，総数28点である．緑色岩の石片1点を除

き，他27点はすべて無斑晶質安山岩製である．第15

回調査で出土した石製の資料は，総数55点である．

緑色岩の石片5点を除き，他50点はすべて無斑晶質

安山岩製である．

　第14回・15回調査で出土した主要な旧石器を示す

（第5図，第6図，第7図）．計測にあたり主要剝離面

のわかるものについては，剝離軸を基準に計測を行

なった（第2表）．主要剝離面が明確でない砕片など

については，最大長を基準として計測を行なった．

計測値はすべて見通しにおける値である．実測図に

は掲載番号と括弧内に遺物番号を付した．

　 1 ：剝片．右縁辺部が欠損する．打面は双面，背

面は複数の剝離面が見られる．

　 2 ：剝片．下部が欠損する．打面は平坦面，背面

は複数の剝離面が見られる．

　 3 ：剝片．打面は礫面，背面は主要剝離面と同方

向の剝離面と礫面が見られる．

　 4 ：剝片．上部・下部が欠損する．背面は多方向

からの複数の剝離面が見られる．

　 5 ：剝片．打面は平坦面，背面は礫面が覆い，一

部に剝離面が見られる．

　 6 ：剝片．打点部・末端部が欠損する．打面は崩

れており，風化や打撃によると思われる．背

面は主要剝離面と同方向の剝離面が見られる．

　 7 ：剝片．打面は平坦面，背面は左方向からの剝

離面が覆い，一部に礫面が見られる．

　 8 ：剝片．下部が欠損する．打面は平坦面，背面

は主要剝離面と同方向の剝離面が見られる．

　 9 ：剝片．打面は平坦面，背面は自然面を切る左

方向からの剝離面が見られる。この剝離面に

№11が接合する．

　10：剝片．左右縁辺部が欠損する．打面は礫面，

背面は主要剝離面と同方向の剝離面が見られ

る。

　11：剝片．打面は平坦面，背面は自然面を切る左

方向からの剝離面が見られる．この剝離面に

第5図　第14回調査出土遺物の実測図（3/5）
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第6図　第15回調査出土遺物の実測図（1）（3/5）
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第7図　第15回調査出土遺物の実測図（2）（3/5）

第2表　金剛萱遺跡・林道地点第14回（No177-204）・第15回（No205-259）調査出土の遺物一覧

№ 図版 遺物番号 分類 遺存状態 石材 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重さ（g） 深度（㎝）

〈第14回調査〉

1 6 kon_177 剝片 打点部・末端部欠 無斑晶質安山岩 34.3 56.9 12.7 16.9 121-126

2 kon_178 砕片 上部欠損 無斑晶質安山岩 8.6 15.9 3.0 0.4 147

3 kon_179 剝片 上部・下部欠損 無斑晶質安山岩 11.4 13.0 2.0 0.4 147

4 5 kon_180 剝片 完形 無斑晶質安山岩 27.5 48.4 13.2 15.0 144

5 kon_181 石片 緑色岩 38.0 22.7 13.2 7.0 136

6 kon_182 剝片 右縁辺部欠損 無斑晶質安山岩 24.0 9.8 2.8 0.5 135

7 kon_183 剝片 完形 無斑晶質安山岩 10.2 11.5 3.2 0.2 152

8 kon_184 砕片 不明 無斑晶質安山岩 6.9 5.4 1.2 0.1 149

9 1 kon_185 剝片 右縁辺部欠損 無斑晶質安山岩 42.3 28.9 14.3 14.5 150

10 kon_186 砕片 不明 無斑晶質安山岩 8.9 7.4 1.1 0.1 149

11 kon_187 剝片 下部欠損 無斑晶質安山岩 21.2 22.9 7.4 3.3 147

12 kon_188 砕片 不明 無斑晶質安山岩 8.0 4.9 1.2 0.1 151

13 kon_189 砕片 不明 無斑晶質安山岩 7.7 4.3 2.2 0.1 149

14 kon_190 砕片 不明 無斑晶質安山岩 5.7 3.2 0.8 0.1 148

15 kon_191 砕片 不明 無斑晶質安山岩 11.9 5.6 2.8 0.1 146

16 2 kon_192 剝片 下部欠損 無斑晶質安山岩 42.9 39.0 10.8 15.3 140

17 kon_193 砕片 完形 無斑晶質安山岩 6.7 8.4 2.0 0.1 152

18 kon_194 砕片 下部欠損 無斑晶質安山岩 5.0 10.2 2.2 0.1 150

19 kon_195 砕片 右縁辺部欠損 無斑晶質安山岩 11.2 8.5 2.6 0.2 148

20 kon_196 砕片 下部欠損 無斑晶質安山岩 9.5 8.7 1.1 0.1 150

21 kon_197 砕片 不明 無斑晶質安山岩 6.6 3.3 2.2 0.1 151

22 kon_198 砕片 不明 無斑晶質安山岩 5.8 3.9 1.2 0.1 152

23 kon_199 剝片 左側縁部・下部欠損 無斑晶質安山岩 21.6 26.0 8.4 4.2 149

24 kon_200 剝片 右縁辺部欠損 無斑晶質安山岩 23.9 12.7 3.0 0.7 147

25 4 kon_201 剝片 上部・下部欠損 無斑晶質安山岩 38.4 39.8 12.7 16.0 150

26 3 kon_202 剝片 完形 無斑晶質安山岩 42.8 35.5 9.7 15.6 143

27 kon_203 剝片 下部欠損 無斑晶質安山岩 22.4 37.1 12.4 11.0 141
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№ 図版 遺物番号 分類 遺存状態 石材 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重さ（g） 深度（㎝）

28 kon_204 石核？ 完形 無斑晶質安山岩 20.3 31.2 11.6 5.2 144

〈第15回調査〉

29 8 kon_205 剝片 下部欠損 無斑晶質安山岩 48.6 52.8 11.1 27.8 160

30 kon_206 剝片 末端欠損 無斑晶質安山岩 43.3 44.9 9.4 16.2 160

31 kon_207 剝片 上部・左縁辺部欠損 無斑晶質安山岩 12.8 18.8 7.6 1.5 155

32 kon_208 砕片 上部・右縁辺部欠損 無斑晶質安山岩 10.0 9.2 2.5 0.2 154

33 kon_209 砕片 不明 無斑晶質安山岩 6.2 5.3 0.7 0.1 148

34 kon_210 剝片 左半部欠損 無斑晶質安山岩 27.0 25.6 11.0 6.2 154

35 kon_211 砕片 不明 無斑晶質安山岩 13.7 4.3 2.6 0.1 153

36 kon_212 剝片 打点部・左縁辺部欠損 無斑晶質安山岩 31.5 51.0 8.4 12.9 161

37 10 kon_213 剝片 左右縁辺部欠損 無斑晶質安山岩 42.1 42.5 7.7 15.1 158

38 kon_214 剝片 左縁辺部欠損 無斑晶質安山岩 13.3 14.6 5.0 0.7 152

39 kon_215 剝片 上部・左半部 無斑晶質安山岩 14.4 18.1 3.0 0.9 153

40 17 kon_216 縦長剝片 末端部欠損 無斑晶質安山岩 66.2 25.3 17.3 34.5 155

41 kon_217 剝片 完形 無斑晶質安山岩 14.0 21.5 4.4 1.2 148

42 kon_218 剝片 上部・下部欠損 無斑晶質安山岩 16.1 17.9 7.7 1.3 155

43 kon_219 剝片 末端部欠損 無斑晶質安山岩 18.5 17.9 5.0 1.5 154

44 kon_220 石片 緑色岩 32.4 22.0 6.8 4.3 147

45 kon_221 石片 緑色岩 16.4 14.7 4.8 1.4 145

46 kon_222 石片 緑色岩 17.8 10.5 4.3 0.7 146

47 kon_223 石片 緑色岩 143

48 kon_224 石片 緑色岩 19.4 11.6 2.5 0.6 140

49 kon_225 剝片 完形 無斑晶質安山岩 21,6 27.5 7.7 3.1 160

50 kon_226 剝片 末端部欠損 無斑晶質安山岩 38.0 49.6 10.5 15.4 168-172

51 kon_227 剝片 左半部欠損 無斑晶質安山岩 32.3 46.0 8.4 12.6 168

52 kon_228 剝片 上下部欠損 無斑晶質安山岩 28.4 40.8 11.6 15.9 166

53 kon_229 剝片 完形 無斑晶質安山岩 17.9 18.2 9.0 1.7 166

54 kon_230 砕片 上部欠損 無斑晶質安山岩 16.9 10.4 8.0 0.9 158

55 kon_231 剝片 末端部欠損 無斑晶質安山岩 25.0 24.6 7.0 3.2 161

56 kon_232 砕片 左半部欠損 無斑晶質安山岩 9.4 9.0 1.8 0.2 162

57 kon_233 剝片 完形 無斑晶質安山岩 27.7 22.5 8.0 3.2 160

58 kon_234 剝片 上部欠損 無斑晶質安山岩 20.9 20.5 7.3 2.4 161

59 kon_235 剝片 左右縁辺部・末端欠損 無斑晶質安山岩 16.0 11.3 3.9 0.8 165

60 kon_236 剝片 下部欠損 無斑晶質安山岩 20.5 28.2 6.1 3.0 165

61 kon_237 剝片 右縁辺部・下部欠損 無斑晶質安山岩 31.0 47.3 13.6 15.4 153

62 kon_238 剝片 打点部欠損 無斑晶質安山岩 17.9 42.0 9.3 7.6 157

63 kon_239 剝片 右半部欠損 無斑晶質安山岩 32.3 22.6 10.8 5.0 156

64 kon_240 剝片 打点部・末端部欠 無斑晶質安山岩 16.8 30.8 6.0 2.6 151

65 kon_241 砕片 完形 無斑晶質安山岩 8.7 7.6 2.2 0.1 160

66 kon_242 砕片 不明 無斑晶質安山岩 14.0 7.1 5.4 0.4 157

67 kon_243 剝片 打点部欠損 無斑晶質安山岩 23.8 17.9 5.2 2.1 158

68 kon_244 剝片 右半部欠損 無斑晶質安山岩 43.3 37.3 16.6 21.4 158

69 15 kon_245 剝片 左端部欠損 無斑晶質安山岩 22.5 64.9 18.2 20.1 169-171

70 kon_246 剝片 完形 無斑晶質安山岩 25.8 48.9 16.8 17.0 163

71 kon_247 剝片 左半部欠損 無斑晶質安山岩 33.7 22.4 12.4 7.9 169

72 kon_248 砕片 不明 無斑晶質安山岩 5.6 4.0 1.0 0.1 168

73 13 kon_249 石核 完形 無斑晶質安山岩 62.2 50.3 32.0 85.8 162-166

74 11 kon_250 剝片 完形 無斑晶質安山岩 48.0 67.4 19.0 64.5 170-173

75 18 kon_251 石核 完形 無斑晶質安山岩 56.5 42.3 24.6 55.4 165-167

76 14 kon_252 剝片 完形 無斑晶質安山岩 41.8 39.2 13.4 17.7 164

77 16 kon_253 剝片 完形 無斑晶質安山岩 53.8 43.1 23.8 48.0 155-160

78 12 kon_254 剝片 完形 無斑晶質安山岩 36.8 42.4 14.7 15.3 157

79 9 kon_255 剝片 完形 無斑晶質安山岩 53.6 53.0 26.2 53.5 160-165

80 kon_256 剝片 左半部欠損 無斑晶質安山岩 33.5 8.8 14.1 4.9 162

81 19 kon_257 剝片 完形 無斑晶質安山岩 23.6 59.6 9.7 15.8 158

82 7 kon_258 剝片 完形 無斑晶質安山岩 50.5 68.7 14.7 41.8 159-165

83 kon_259 砕片 右縁辺部欠損 無斑晶質安山岩 6.3 8.1 2.7 0.2 ―
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№12が接合する．

　12：剝片．打面は平坦面，背面は主要剝離面と同

方向の剝離面が見られる．一部に礫面が見ら

れる．

　13：剝片．打面は礫面，背面は礫面を主体に左

右，下方向からの剝離面が見られる．

　14：剝片．打面は平坦面，背面は礫面と剝離面が

見られる．

　15：剝片．左端部が欠損する．打面は複数の剝離

面，背面は主要剝離面と同方向の剝離面が見

られる．

　16：剝片．打面は礫面，背面は複数の剝離面が見

られる．

　17：剝片．末端部が欠損する．打面は礫面、背面

は礫面を主体に背部加工の可能性がある剝離

面が見られる．風化による自然面の可能性も

ある．

　18（251）：石核．脈状の亀裂が作業面に直行して

通り，剝離進行の妨げや剝落した部分が見ら

れる．

　19（257）：剝片．打面は崩れており，風化や打撃

によると思われる．背面は礫面を多く残す．

打面から腹面側に複数の小剝離面が見られ

る．この小剝離面が人為的な加工か，風化に

よる剝落かは確かではない．

　所見：接合作業はまだ十分に行えていないが，す

でに№9・11・12が連続的な接合を示して

いる．実測図の3点は全て時間差を示す剝

離面接合であり，母岩からの剝離過程を推

定することが可能である．母岩は転石によ

る強い摩耗を受けていることから，採取地

は河川の可能性がある．このような母岩か

ら剝離されたと思われるこれら剝片類に

は，明確な打面や頭部への調整加工が認め

られない．また，不定形かつ厚手の剝片が

主体であることから，剝片生産を意図とし

た「深い打撃」によって剝離されたことが

うかがわれる．

　　　　単一の遺物集中部を構成するこれら剝片と

砕片の存在は，過去人類による石器の製作

と廃棄の活動を明確に示している。また，

残された剝片の特徴からは，不定形な剝片

のうちに適当な剝片を選び出して作業に利

用するといったコンテクストが想定され

る．過去調査の出土資料と併せてさらに接

合作業を進めていく必要がある．

金剛萱遺跡第14回，15回調査の意義

　2023年度の調査は，2020年までに作業道部分で確

認された遺物集中区の広がりを東方山側に拡張し

て，遺物の広がりを調べることが目的であった．こ

の遺物集中区は，暗色帯中に包含された無斑晶質安

山岩の剝片を中心とするブロックである．このブ

ロック内の遺物は，無斑晶質安山岩が圧倒的に多い

こと，打面調整があまり行われず，平坦打面による

やや厚めの幅広で寸づまりの剝片剝離が行われてい

ること，定型的な石器完形品がなく，剝片等が中心

であることなどの特徴がみられる．今回資料の接合

作業は終了していないが、このブロック内では接合

資料を含み，折断剝片が多く確認されている．遺物

集中区がほぼ確認でき、八風山産と推定される石材

を持ち込み，剝片生産が集中的に行われていた石器

製作場所であったと推定される．

　旧石器時代の生活面がとらえられ，その層位的位

置は AT 下位の暗色帯中の Yt-pm4に対比される軽

石の層準と推定できた。この地層は、約 20 ㎞北西

方の長野県佐久市の香坂山遺跡（国武ほか2021，

2022）の主要な遺物包含層と共通するものである．

また、佐久市立科 F 遺跡（須藤編1991）もこの層

準に当たる．佐久市立科 F 遺跡では，二次加工が

明瞭でない台形剝片（素刃石器）と多様な剝片を含

む石器群である．金剛萱遺跡の石器群には，香坂山

遺跡で確認される大型石刃・小石刃を明確には伴わ

ないことから，ユーラシア大陸 IUP（初期後期旧

石器時代）の系譜にあたる香坂山石刃石器群に後続

する立科 F 遺跡の初期台形様石器群に属すとみら

れる．初期台形様石器群は，武蔵野Ⅹ b 層に代表

され，日本列島の各地に確認される後期旧石器時代

初頭の所産とみられる．
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　下仁田町青倉の金剛萱遺跡林道地点で，2023年に2回の調査を行なった．この調査で後期旧石器

時代前半期の剥片83点が出土した．遺物集中区がほぼ確認でき、八風山産と推定される無斑晶質安
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（要　旨）

抄　録

フ リ ガ ナ コンゴウカヤイセキノキュウセッキブンカ

書 名 金剛萱遺跡の旧石器文化8－2023－

副 書 名

シ リ ー ズ 名 下仁田町自然史館研究報告

シ リ ー ズ 番 号 第9号

編 著 者 名 金剛萱遺跡研究会

編 集 機 関 下仁田町自然史館／370-2611　群馬県甘楽郡下仁田町青倉158-1

編集機関所在地 370-2611　群馬県甘楽郡下仁田町青倉158-1

発 行 年 月 日 2024年3月31日

調 査 期 間 2022.4.28～30・2023.10.20～22（11.11）

調 査 面 積 10㎡

調 査 原 因 学術調査

所
フ リ ガ ナ

収遺跡名 所
フ リ ガ ナ

在 地
地町村
コード

遺跡
番号

北　緯 東　経

金
コン

剛
ゴウ

萱
カヤ

遺
イ

跡
セキ

群
グン

馬
マ

県
ケン

甘
カン

楽
ラ

郡
グン

下
シモ

仁
ニ

田
タ

町
マチ

青
アオ

倉
クラ

金
コン

剛
ゴウ

萱
カヤ

1031番 10382 54 36度10分53.5秒 138度46分55.2秒

種別 主な時代 主な遺構 主　な　遺　物

散布地 旧石器時代 剥片，石核

―  36  ―

金剛萱遺跡研究会


